



























甲南大学総合研究所 叢書 143 (2021）文化の継承と日本語教育
表１ 甲南能楽WSのスケジュール 
2018年 2019年 












資料① 資料② 資料③ 
日時 2018年6月25日 2018年9月8日 2020年9月6日 
目的 初打ち合わせ 甲南能楽WS講義 振り返りインタビュー 
場所 甲南大学 甲南大学 上智大学 
録音時間 3時間42分 1時間 1時間30分 










































甲南大学総合研究所 叢書 143 (2021）文化の継承と日本語教育
ークショップの講師を担当した伝統文化の継承者、能楽師・上田宜照氏と茶道
家・福田竹弌氏が、その文化について伝えたいと話した内容を報告している。 
表3 母語話者にとっての“Big C”cultureと“little c”culture（森川2019） 
“Big C”culture “little c”culture 
母語話者にとって 「異文化」でもありうる 自分の文化 
日常生活の中に 基本的には「ない」 必ず存在する 











































大いにある ① ④ ⑦
② ⑤ ⑧
全くない ③ ⑥ ⑨
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表5  甲南能楽WS(2019)のスケジュール 
時間 内容
30分 インタビュー
30分 体験１ ① 昔の日本人の立ち方  ② 「すり足」「面」をつける体験
30分 講義  上田氏の考える「お能」について
30分 体験２ ① 本日の演目「熊坂」について② 「お謡い」の発声














































































































































































































































































































































































































































新美和昭・山浦洋一(1984)『a Gateway to the Japanese Written World』 
Japanese Language Institute 上智大学 
西林克彦・宮崎清孝・工藤与志文(2017)「教育に心理学はどこまで迫れるか」 
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要10巻 pp.245-249 
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